
ルーメンレポート作成

次ページから帳票やＤＬで脂肪酸組成の動向をチェックしよう

飼養環境の再確認・対策

飼料設計の組立・見直し

不健康な牛の抽出

分析サービス開始
脂 肪 酸 組 成

バルク ＆ 乳検 情報に追加

２０２１.０４～NEWS

脂肪酸組成はルーメン（第一胃）と密接に関連！

牛の健康状態をモニターできる総合的な指標！

●脂肪酸組成の概要を知ろう！
●バルク成績で確認しよう！
　検定日速報で確認しよう！
●ルーメン活動レポート（バルク情報・検定情報）
●問題牛の追跡で体調の悪い牛をケアしよう！
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脂肪酸組成の
主な活用方法

https://nyuken.hmrt.or.jp/dlmoba
（モバイル版）

https://nyuken.hmrt.or.jp/dl

早速DLにアクセスして見てみよう！

個体識別番号をクリック！
検定情報から

各乳成分をグラフで確認 !

分
娩
後
日
数
順

分娩後日数順に表示
項目名のダブルクリックで
並び方も自由自在！ 赤く表示されている牛に要注意！！

脂肪酸組成を追加

メニュー
ルーメン活動レポート

問題牛の追跡画面

バルク画面

最新情報をフル活用して牛の体調を良好にしよう！
最新の乳検記録+システムの繁殖記録+入力された管理記録
3つの記録を用いて問題牛を抽出！次回検定までの対策リストに活用できます。

問題牛の追跡で体調の悪い牛をケアしよう！牛群検定 WebシステムDL

牛舎など いつでもどこでも簡単操作・確認・入力！
タイムラグなくＰＣ版と連動で確認できます。

モバイル版で脂肪酸組成を見よう！牛群検定 WebシステムDL

牛群検定 WebシステムDL

牛群検定 WebシステムDL
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STEP01 STEP02 STEP03 STEP04

重要！

❷
まずはバルクデータで牛群全体の確認から！

脂肪酸データの活用イメージ

簡易・安価・スピー
ディ！

P.3
P.4

P.6 P.3
P.8

バルク情報で牛群
全体を確認

検定情報でグルー
プ別に確認 検定情報で個体牛

の確認 飼養管理に生かす

②プレフォーム脂肪酸

※ミックス脂肪酸

①デノボ脂肪酸

乳脂肪

《生乳》

体脂肪

〈脂肪酸組成の分析イメージ〉

脂肪酸組成でわかることは？

脂肪酸組成情報の概要を知ろう！

脂肪酸組成の情報から、乳脂肪の供給源を解析し、牛・ルーメンの健康状態をモニターすることができます。
そこから問題点を解明して飼養管理に役立てましょう！

（ルーメン）
微生物発酵

（飼料中）
脂肪酸

※ミックスは「デノボ」と「プレフォーム」の中間となる脂肪酸です
※提供する脂肪酸は「デノボ」と「プレフォーム」になります

脂肪酸組成では
　　　「デノボ脂肪酸」に注目！

デノボ値が高いと牛は健康！
ルーメン発酵が良好な証

プレフォーム値が高いと
飼料からの脂肪・体脂肪動員が過剰

デノボ脂肪酸を高い値で維持することが
　　　　　　　　「牛の健康、乳生産を最大にする」ことにつながります！

粗飼料の品質・量の確保　　選び食い・固め食いなどの防止　　牛床の快適性確保
油脂類の低い飼料設計　　　暑熱や寒冷の対策　　　　　　　　飼養密度を低くする（フリーストール）
デノボ割合の低い牛は群全体なのか、どの時点から健康が損なわれているか、焦点を絞った対策を図ることが重要です。

デノボは乳成分（乳脂肪・蛋白質）と「正の相関」があります。デノボを高めることで乳成分は

「デノボ脂肪酸」を高める飼養管理とは？

【全脂肪酸中の割合％（FAベース）】脂肪酸バランスを評価

脂肪酸の指標値

泌乳初期では、分娩後の急激な乳量増加により、
乾物摂取量が低下しやすく体脂肪動員が起こります。
このため、デノボは低く、プレフォームは高めに
なりやすい時期なので注意が必要です。

脂肪酸データの活用はメリットしかない！
これまでの生乳サンプルで、脂肪酸組成を分析できます（追加の検査コストなし！）。
旬で実施するバルク乳検査、月一回実施する乳検検査で効率よく健康度をチェックして
飼養管理に活用しましょう！

脂肪酸中％
泌乳初期

（分娩後６０日以内） 泌乳中期以降

デノボＦＡ（DnF） >22% >28％

プレフォームＦＡ（PnF） <50% <40％

※3※2※1

アスタリスク付の牛に要注意！

旬検査・出荷毎のデータがＤＬに自動反映！
ＤＬの「バルク乳・データ閲覧」から自農場（牛群）全体の健康度を確認！
脂肪酸組成のデータは、本会から発行される集乳旬報とＤＬから確認できます。

速報データを活用し、牛の状態に合わせて早期対応！
検定日速報に脂肪酸組成のデノボＦＡとプレフォームＦＡが追加されます（乳成分速報も同様）。
速報の結果は、メール・FAXでフィードバックされます。

※一部地域では、バルク情報を利用できない場合があります。検定組合までご相談ください。
（バルク情報を閲覧するには同意が必要になります）

データは自動で追加！
時系列で表示されます！ 乳脂率と併せて

　　デノボＦＡ・プレフォームＦＡを確認しましょう！

デノボFA（％）

ルーメン微生物の活動状態を反映

「乳腺で生成される脂肪酸」の
数値が高い農場は、栄養管理・
飼養管理が良好な証拠です。

プレフォームFA（％）

飼料由来と体脂肪動員から反映

数値が高い農場は、DMI 不足で
エネルギー不足、濃厚飼料の油脂
類多給の傾向が疑われます。

● デノボＦＡ
＊＊：22％未満（分娩後６０日以内）
＊：28％未満（分娩後６１日以上）

● プレフォームＦＡ
＊＊：50％以上（分娩後６０日以内）
＊：40％以上（分娩後６１日以上）

【分娩後６０日以内】

乳脂率・脂肪酸・BHBを併せて確認！
より深く牛の健康状態を把握できます！

※1：デノボ注意牛頭数
※2：プレフォーム注意牛頭数
※3：BHB注意牛頭数 詳しく見る時は次ページからの

ルーメン活動レポートをチェック！

バルク成績で確認しよう！牛群検定 WebシステムDL

検定日速報で確認しよう！

クリック

ポイント！

ポイント！

脂肪酸組成
デノボFA

**20 21
プレフォームFA

❸
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クリック クリック

ルーメンレポート

❺❹
「ルーメン活動レポート（乳検情報）で課題の絞り込みを！

レポートの取得方法

10 日に一度の旬検査、出荷日ごとの検査結果を自動反映
 地区の平均値をベンチマーク指標としてグラフ表示

出荷乳量の推移（旬計）

●昨年同時期との比較
●累計出荷乳量（年度、年間）で
　現状と課題を把握！

分娩状況や周産期管理の確認は、
「周産期対策レポート」がおすすめ！

乳脂率・デノボMilkの推移

良好なルーメン発酵を維持、
デノボMilkを高めて乳脂率を向上！
ルーメン微生物が安定して活躍できる
飼料給与、飼養管理を。

デノボMilkとは？
ルーメン発酵の適否を評価
生乳 100g に含まれるデノボ脂肪酸の
グラム数で、
乳脂率（％）と同じ尺度で比較可能

デノボFA
プレフォームFAの推移

脂肪酸中のデノボ、プレフォームの
割合を確認できます。

群全体の動向から飼料設計の適否、
飼養管理を検討しましょう！

プレフォームが常時高い
●飼料中の脂肪濃度が高い？
●牛群レベルでの体調不良？

過去１年３ヵ月の旬検査結果をグラフ化
地区の平均値をベンチマークとして、自農場の状況を分析しましょう。
暑熱・寒冷ストレス、飼料の切替り等で極端な変動は？

ＤＬメイン画面などで
最新のレポートを作成 データ出力メニューでは

指定した過去のレポートを出力！

直近の検査結果
（出荷日毎の乳成分）

直近成績の詳細を確認できます。
（最新の検査結果１０回分を表示）

●１０日ごとの旬検査結果を自動反映

●出荷毎の検査を実施している場合、
　最新データをリアルタイムで確認
　できます

蛋白質率・MUNの推移

蛋白質率
エネルギー充足、タンパク給与戦略の
適否を確認！

良好なルーメン発酵（微生物が大量に
増殖・活動）で高いレベルを維持。

MUN
微生物の増殖に関する給与タンパク、
炭水化物（エネルギー） のバランスを
評価。

乳糖率・体細胞数の推移

乳糖率
穀物（デンプン）給与レベルを反映、
乳量、乳房炎、肝機能との関連が高い。

体細胞数
乳質管理の他、栄養状態（免疫機能）を
モニタリング。

バルク情報で、農場全体の栄養状態をモニタリング

ルーメン活動レポート（バルク情報）の活用方法牛群検定WebシステムDL

ルーメン活動レポート（バルク情報）では、飼料設計などに役立つ乳成分データを一枚に凝縮
してお届けします。脂肪酸組成と主要な乳成分値の推移を確認し、給与メニューや管理方法の
変更内容を検証しましょう。



❼❻

ポイント！

問題牛を特定して早めに対応したい！ そんな時は…

問題牛の追跡機能 …… 8 ページ
検定日速報 …………… 3 ページ

検定日成績 集計値

産次・分娩後経過日数で
１２のグループに分解

各グループの平均値から、グループ
共通の問題を探しましょう。
特に分娩直後から泌乳ピークまでの
左３マスに着目！

下のグラフで、個体乳量、デノボFA、
蛋白質率の分布を確認！

検定日乳量の分布
（初産・２産以上）

産次・分娩後日数別に
個体の「乳量」をプロット

（上段が初産、下段が２産以上）

乳生産とルーメンの健康度を両立
できているか乳期別に確認します。

　▲ 低デノボ牛
　　：ルーメン健康度が低下？

　× 高BHB牛
　　：潜在性ケトーシスが疑われる

ルーメンの健康が維持できていれば、
もう一押し乳量を伸ばせる可能性も。

デノボ FAの分布
（初産・２産以上）

産次・分娩後日数別に個体の「デノボFA」をプロット
（上段が初産、下段が２産以上）

泌乳初期、中期以降で基準（赤線）は異なります。
ルーメンの健康が損なわれている泌乳ステージを確認しましょう。

▲ アシドーシスが疑われる牛
：デノボFAが高い場合でも、
　乳脂肪率が低くアシドーシス
　の傾向が見られます。

グラフ ① 　乳生産と健康度（デノボ脂肪酸）の両立をチェック！
集計表 ②   グループ別の集計値を確認。攻めどころの絞り込み！
グラフ ③   個体の分布をビジュアルで確認！

横軸は 分娩後の経過日数、産次別に上下２つのグラフをご用意

低デノボ牛割合（分娩後６０日内）
個体乳量の推移

乳生産とルーメンの健康状態の
推移を確認（過去２年）

分娩初期の低デノボ牛の割合は、牛群
の健康状態を把握する重要な指標とな
ります。

低デノボ牛割合の目安：
25％以下（青線）にコントロール！

蛋白質率の分布
（初産・２産以上）

産次・分娩後日数別に
個体の「蛋白質率」をプロット

（上段が初産、下段が 2産以上）

蛋白質率は、エネルギー充足率の指標
の一つです。
１００日以内の低蛋白質率は要注意！
（赤線 2.8％）

▲ 高MUN牛
：給与タンパクが無駄になっている？
MUNは、給与したタンパク質と
炭水化物のバランスの指標です。

レポート活用のポイント乳検情報で、農場全体のデータを分解、
　　　　　　　  生産性向上の攻めどころを探りましょう！

ルーメン活動レポート（乳検情報）の活用方法牛群検定WebシステムDL

ルーメン活動レポート（バルク情報）で農場全体の傾向を確認しました。
次のステップでは、月１回の検定情報で「農場全体のデータ」を深掘りしていきます。

（本レポートは、バルク成績レポートとセットで出力されます）

①②

③

分娩後経過日数

サマリーで傾向を把握

牛群検定 WebシステムDL


